
認可地縁団体 高尾台町会 令和 3 年度第 3 回 防災会議議事録 

 

日 時：令和 4 年 1 月 16 日（日）9：30～10：15 

場 所：高尾台町会会館 1 階 集会室 

出席者：防災会議構成員 

        越野町会⾧、清水アドバイザ、川原防火管理担当部⾧、 

稲垣副会⾧、毛利副会⾧、田賀総会計、山田 2 丁目会計、 

武蔵総務委員、今井総務委員、新田総務委員、竹内総務委員 

        勝裕副会⾧（記録） 

 

会議次第 

 

＜町会⾧挨拶（要旨）＞ 

 新しい年になって２週間ほど過ぎましたが、本年もよろしくお願いします。 

本日は貴重なお休みの日に防災会議に出席していただき、ありがとうございます。これから

令和 3 年度の第三回目（年度最後）の防災会議を行います。 

私が町会⾧に就任してからの 2 年間は皮肉なことに新型コロナウィルス感染症が拡大 

し初め、思うような防災活動が出来ませんでした。それでも、「少人数でも、身近なやれる

ことから実施すれば良いのでは」との皆さんの意見や提案を受けて、いくつかの施策を実施

しました。具体的には、１つ目として「防災活動実施マニュアル」を作成し、２つ目は防災

資機材（無線機、ポータブル電源、救急箱、安否確認板）を整備しました。3 つ目としては

「安否確認板」の来年度本格実施に向けて試行錯誤を重ねているところです。 

安否確認板の導入については、去る６月（試行実施に向けて）と１１月（本格導入に向け

て）の役員会に提案したところ、快く承認をいただいております。 

本日の防災会議では今までの活動の反省、成果を踏まえて、今後、より充実した防災活動

を行えるように、短い時間ではありますが皆様と一緒に考えてまいりたいと思いますので

よろしくお願いします。 

 

議事内容 

  

１．令和 4 年度活動及び予算計画について（案） 

  

  コロナの今後の状況により計画の変更もあり得るが、ほぼ、今年度と同じ内容で行って

みたい。世間がこういう状況のため、手短で、出来ることから取り掛かりたいと考えてい

る。 



（１）防災勉強会について 

    四半期に 1 回ほどを目標に、何らかの機会（班⾧連絡会など）を捉えて短時間で実施 

するようにしたい。 

（２）防災会議について 

  （ＰＤＣＡサイクルに沿って）今年度同様に年３回実施したい。 

（３）防災懇談会について 

   丁目ごと又は（今年度同様に）全丁目合同で開催。（新型コロナウィルス感染状況を 

考慮しながら開催の有無を決定） 

  により実施例を参考に説明 

    案 1 … 一時避難訓練 

         班⾧、防災委員、ぼうさい高尾台等を対象に会館への一時避難訓練を 

         実施し、合わせて反省会及び防災勉強会を実施。 

    案 2 … 非常食体験 

         班⾧、防災委員、ぼうさい高尾台等を対象に会館への一時避難訓練を 

実施し、合わせて非常食などの飲食を体験。 

    案 3 … 安否確認訓練…今年度同様要領で実施 

         班⾧、防災委員、ぼうさい高尾台等を対象に「安否表示」を行い、丁目 

副会⾧が確認。また、確認状況を防災用無線機で町会本部（町会会館） 

に報告。 

 

  （清水アドバイザ） 

   役員や班⾧が集まった時に、わずかな時間でいいので「防災」について新しい情報を

伝えたりする方法が良いと思う。簡単なことから始めると良い。（事前にテーマを決

めて大掛かりなことをしても、なかなか定着、浸透しないことが多いため） 

 

  （町会⾧） 

   おっしゃる通りである。今年度は新しく調達した防災資機材の紹介や、安否確認板の

試行実施を行ってきた。来年度も機会を捉えてアピール（活用）していきたい。 

   なお、今年度から「防火管理担当部⾧」職を新設したことに伴い、“防火管理体制” 

も充実していきたい。 

    

２．令和４年度 防災関係予算計画について（案） 

  



（１）防災会議等関係費について 

・防災会議等経費 

     防災関係会議等開催時の経費（飲食等費用） 

    ・防災懇談会経費 

     防災懇談会等開催時の経費（飲食等費用） 

・防災教育費 

     防災・防火関係書籍などの購入経費（講師の謝礼を含む） 

    ・防災士育成費 

     新規防災士の育成（資格取得）費用 

 

  （清水アドバイザより） 

   石川県は防災士の育成に力を入れている。当町会でも防災士資格取得に向けて積極

的に町会員に呼び掛け、資格取得に向けて取り組んでいきたい。 

 

（２）防災資機材等購入費について 

 ・安否確認板 

  役員会での承認を踏まえ（定例総会に提案予定）、来年度本格実施に向けて費用

（300,000 円）を計上した。 

    400 円×750 世帯（新規加入者を見込む） 

 

３．令和 3 年度 防災・防火活動実施結果について（報告） 

  

（１）防災会議 

   当初計画どおり、３回実施した。 

（２）防災懇談会 

   １～３丁目全班⾧等を対象に安否確認訓練（試行実施）を実施した。 

   また、合わせて、３副会⾧を対象に防災用無線機の習熟訓練も実施した。 

（３）防災士資格取得講習受講 

   今年度は２名受講し、両名が見事、資格を取得した。 

（４）会館防火避難訓練及び自主点検 

   計画どおり、各々２回実施した。 

（５）防火管理者後継者育成 

   １名の資格取得希望者がおられ、２月に受講予定である。 

…２月３日に受講し、見事、資格を取得した。 

結果、現有資格者 ２名、新規資格者 １名（計 ３名）となった。 

 



４．令和３年度 防災関係予算執行結果について（報告） 

  

（１）防火管理者講習受講費…約１万円

   講習会受講料等 

（２）防災施策費…約２．３万円 

   安否確認板（既製タペストリィ）…試行実施用（４０枚） 

（３）防災用資機材の整備費用…約５３万円 

   防災用無線機、ポータブル電源、救急箱 他 

   …市からの補助金（２１万円）あり 

 

５．安否確認板の本格導入について 

  

  ・令和 4 年度に町会員全世帯に導入予定 

 ・既製品（タペストリィ）に「町会名」を表記する。 

  ・試行実施（意向調査実施）結果    対象３４名 

   利用してみたい            …１１名 

   利用したくない            … １名 

   どちらともいえない（防災会議に委任） …２２名 

・役員会審議結果  

   役員会（令和 3 年 11 月 28 日）に提案し、承認された。 

   今後、定例総会に付議（提案）予定。 

 

６．その他（防災勉強会：DVD 視聴） 

  総務省発行の防災用 DVD「災害に備える電波」（約３分）を視聴した。 

 

  ★会議終了後、川原防火管理者の指揮のもと、全出席者を対象に「防火避難訓練」を 

実施した。 

以上 

 

 

 

 

 


